


要約:極低出生体重児における神経学的発達予後と周産期因子の関連性を検討した。 極低

出生体重児を神経学的後障害、すなわち脳性麻痺、てんかん、精神運動発達遅滞、視覚障

害、聴覚障害の有無により、後障害群、無後障害群の 2群にわけ、その各々について周産

期諸因子との関連性を比較検討した。後障害群では、IUGR、新生児低血糖症の発症が無後

障害群より統計学的に有意に高率であり、妊娠中毒症母体、およぴ新生児多血症は後障害

群において多い傾向が認められた。また、神経学的後障害のない極低出生体重児について、

1 歳半および 2 歳半の精神連動発達検査を縦断的に施行し、周産期要因との関連性を検討

したが、出生体重 1000g 未満群、在胎週数 28 週未満群の発達指数が、以上群の指数に対

して、有意に低値を示し、未熱性要因が発達に負の影響を与えていることが示唆された。


